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第６回検討委員会の主な意見

第６回朝霞市基地跡地公園・シンボルロード整備基本計画見直し検討委員会（平成 29 年 11 月

16 日開催）において、次の議事について審議等を行い、意見をいただいた。

１ 報告

（１）第５回検討委員会での検討内容 （２）専門部会での検討内容

（３）第６回庁内検討委員会での検討内容 （４）生物調査結果

２ 議題

（１）公園・シンボルロード整備の考え方

１ 報告

（特に意見なし）

２ 議題

（１）公園・シンボルロード整備の考え方

主な意見 市の考え

1

生物多様性

の保全

・生物調査の結果がどのように計画に反映さ

れているのかが分かりにくい。また、子ど

もなど市民の視点で大事にすべきものを示

していくべきではないか。

ご意見をふまえ、生物多様性の保全に向け

た基本的考え方に、子どもたちが本来この

地域に生息・生育するバッタやチョウなど

の昆虫を身近に感じたり、森の中で様々な

鳥の声を耳にしたりできる場所となるよ

うな環境の形成をめざすことを記載しま

した。

（資料２ p.19）

2

・樹林地の管理の方向性について、特にシン

ボルロードの実施設計の範囲に含まれる樹

林に関する議論を早急に進める必要がある

のではないか。

シンボルロードの実施設計範囲に含まれ

る樹林地については、現在、管理の方針を

検討中であり、今後、市民の意見を伺う機

会を設けます。

3

・生物多様性の保全について、専門家、市民

と検討を進めるとあるが、いつごろ検討す

るのかを記載してもらいたい。

ご意見をふまえ、生物多様性の保全につい

ては、平成 30 年度以降、検討の場を設け

ていくことを記載しました。

（資料２ p.60）

4

基地跡地の

遺物・遺構

の保全・活

用

・歴史的な遺物についても、生物と同様に来

年度以降、専門的な立場の人を入れて、市

民と一緒に保存、活用について検討してい

くことが必要である。

ご意見をふまえ、歴史的な遺物の保存・活

用については、平成 30 年度以降、検討の

場を設けていくことを記載しました。

（資料２ p.60）
5

・基地跡地の遺物・遺構の利用について、基

地があったことだけでなく、生活や復興の

過程なども学べる展示があるとよい。専門

家と検討していただきたい。

6

動線の考え

方

・既存の主要な道路（東園、北園路、正面園

路等）が恒久的に園路として確定するよう

に読み取れるが、既存の道路線形に捉われ

ずに柔軟に線形を設定していくことも考え

られることを追記した方がよい。

ご意見をふまえ、将来的に園路については

柔軟に見直すことを記載しました。

（資料２ p.26）

資料１
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主な意見 市の考え

7

動線の考え

方（続き）
・動線の考え方の図に、シンボルロードを明

確な動線として記入した方がよい。

ご意見をふまえ、シンボルロードを主要な

動線として記載しました。

（資料２ p.27）

8

・朝霞の森と青葉台公園を一体的に活用する

ため市道を廃止してはどうかという意見も

あるが、仮に廃止した場合、約 400m の区間

についてアクセスがなくなるため、管理車

両が通行できる機能を残しておくべき。

現時点では、市道の廃止までは想定してい

ませんが、青葉台公園との間をより安全に

行き来できるような対策を検討していき

ます。

9

整備の方向

性及び施設

配置

・市民中心の管理運営活動の拠点施設には、

倉庫、簡単な会議ができる場所、更衣室な

どが必要になる。規模、施設の内容につい

て、今後活動する団体と協議していただき

たい。

拠点施設の具体的な設計に入る段階で、活

動団体のご意見を伺い、実情に合った適切

な規模・内容の施設を整備します。

（資料２ p.33）

10

・拠点施設は、ゾーンごとに分散配置する方

法と、集落的な配置にする方法がある。20

年後を見据えた配置計画を考えるべきでは

ないか。

公園全体における活動ニーズの展開や災

害時の利用、整備が長期にわたることを考

慮し、拠点施設については、市民の活動拠

点施設と、災害時の利用機能を備えたビジ

ターセンター兼管理棟を想定しています。

市民の活動拠点施設は、北口広場から朝霞

の森にかけての範囲に設置することを想

定しています。

また、ビジターセンター兼管理棟は、災害

発生時には防災拠点として活用すること

を念頭に置き、防災活動に必要な広場空間

に面し、園内の主要な動線、緊急車両等の

乗り入れが可能な動線が確保され、かつ災

害時の利用が想定されている朝霞中央公

園及び青葉台公園とのアクセスがよい「ス

ズカケノキの並木」付近への設置を想定し

ています。

11

・北口が公園全体の入り口になるのではない

か。そうなった場合、ビジターセンター、

管理棟機能を持った施設は、市民の活動拠

点を併設して、北口に近い場所に設置する

方が合理的である。

12

・メインエントランスとなる北口広場と、中

央広場について、シンボル的なものを設置

した方がよいと思う。

いただいたご意見は、現在進めている基本

設計・実施設計において検討します。

13

・北口が正面になってくるのであれば、園路、

広場の名称は、正面園路を中央園路に、北

口広場を正面広場にした方がよいと思う。

園路、広場の名称は、平成 22 年整備基本

計画及び平成 29 年 6 月に策定したシンボ

ルロード整備基本計画に示されている名

称を使用することとします。なお、計画策

定後、整備を進めていく中で、市民の意見

を伺いながら、必要に応じて名称を変更し

ます。

14

・ドッグランは、どの程度の規模のものを想

定しているのか。また、管理運営体制をど

うするのか。

ドッグランは一定のニーズがありますが、

現時点では具体的な規模や運営方法は検

討していません。今後、市民の意見を伺い

ながら、設置するか否か、また設置する場

合の規模や運営方法等を検討し、実現可能

か判断していきます。
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主な意見 市の考え

15

整備の方向

性及び施設

配置（続き）

・朝霞の森の園路に沿って、すでにスズカケ

ノキの並木がある。北園路周辺の整備の

方向性にあるスズカケノキの並木の名称

が適切かどうか考えていただきたい。

ご指摘の場所は、北園路周辺にスズカケノ

キの大木が２列に列植されていることか

ら、名称は「スズカケノキの並木」のまま

とします。

16
・動線計画に関連して、駐車場の位置づけを

示しておく必要があるのではないか。

ご意見をふまえ、動線の考え方に、駐車場

の配置について記載しました。

（資料２ p.26-27）

17

・駐輪場の位置、台数の検討も必要である。

平成22年整備基本計画が想定する350台で

は、イベント時に収容しきれない。

ご意見をふまえ、整備水準の「駐車場・駐

輪場の考え方」において、配置及び想定さ

れる必要台数を示しました。また、イベン

ト時については、開けた空間や広幅員の園

路を活用して臨時の駐輪スペースを設け

ることを記載しました。

（資料２ p.50-52）

18

事業の進め

方

・平成32（2020）年度まではシンボルロードし

か整備しないように見える。また、「公園整備

については、土地の権原、土壌汚染対策につ

いて国との協議が整った段階で進める」とあ

るが、国との協議はいつ整うのか。今後どう

していくのか、考えを示してほしい。

ご意見をふまえ、段階的な整備の進め方と

して、第 2期までの整備内容を計画に記載

しました。

国との協議については、これまでの交渉経

緯をふまえつつ、着実に対応を進めていき

ます。

（資料２ p.42-48）

19

・市民が使える範囲を広げることを最優先に

して、管理費及び無償貸与の範囲でできる

ことをシミュレーションし、進め方を考え

るべきではないか。

20

・シンボルロードを完成させることを第一とし、

今できることを着実に進めながら、土地の問

題などは市の努力に任せるべきである。

21

・国との協議が整うまで公園施設を整備でき

ないなら、仮設トイレの設置など、暫定供

用や管理委託契約の中で利用サービスの幅

を広げる方法を検討すべきではないか。

公園用地取得に関する国との協議が整う

まで施設整備は困難であることから、利用

者のニーズや市民の意見に応じて、管理委

託契約の中で実施可能な取組について国

と協議し、実現に努めます。

22

・収益事業について、社会実験のような形で

取り入れていくことは、計画に書き込める

のではないか。

ご意見をふまえ、段階的整備の進め方、管

理・運営の考え方において、現時点で市が権

原を取得できる道路用地の区域を活用し、収

益施設の実現可能性等について社会実験等

の取組を通じて検討していくことを記載し

ました。

（資料２ p.42-43、59）

23

整備の方向

性及び施設

配置

・計画案に示された内容の実現に向けて、こ

れから議論を重ねながらより良いものに

していければと思う。

ご意見をふまえ、市民の意見を反映しなが

ら、事業を推進していきます。
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（会議後にいただいた主な意見）

主な意見 市の考え

24

整備の方向

性

・市道 643 号線沿いの朝霞の森側の歩道拡張

はどの程度か。何案かイメージ図を示して

ほしい。

公園については、夜間の安全性確保の観点

から、夜間の閉鎖も含めた運営を考えてお

り、当面の整備内容としては、フェンスを

現状の位置から数メートルほど朝霞の森

側に移設することを想定しています。具体

的な位置は、設計段階で市民の意見を伺い

ながら、検討していきます。

なお、イメージ図については、上記の趣旨

を反映し、パブリックコメントまでに修正

します。

（資料２ p.30-31）

25

・青葉台公園側の出入口について、エノキや

イチョウなどの大木を活かした設計、青葉

台公園との連携を考慮した配置等を考える

必要がある。

ご意見をふまえ、市道 643 号線沿いの整備

の方向性に、青葉台公園側の出入口の配慮

事項として記載しました。

（資料２ p.31）

26

・市道 643 号線沿いのエリアに収益施設を配

置する場合は、十分なマーケティングを行

い、慎重に対応すること。ビジターセンタ

ーとの関連性も配慮すること。

ご意見をふまえ、収益施設について、公園

用地取得に関する国との協議の進捗を見

極めつつ、収益性や、設置した場合に公園

の管理運営に及ぼす効果と課題について

十分に調査した上で、設置の可否を判断す

ること、また収益施設を整備する際は、他

の公園施設との併設等、公園の整備や管理

運営に対して効率的・効果的なものとなる

よう条件を検討することを記載しました。

（資料２ p.59）

27 ・現状の朝霞の森の機能を損なわないこと。

市道 643 号線沿い、朝霞の森・リトルペン

タゴンのエリアについては、朝霞の森の利

用形態の継承を前提と考えています。

28

・中央広場へのデッキテラスの設置は、具体

的な仕様を詰めて市民に提示してから可否

を決めるべきであり、「設置を検討します」

とすべき。

デッキテラスの設置は、シンボルロード整

備基本計画（平成 29 年 6 月策定）に基づ

いて記載しています。現在、設計を進めて

おり、基本設計が一定程度まとまった段階

で、市民の意見を伺う機会を設けます。

29

・中央広場へのカフェやレストラン等の店舗

誘致は、駐車場の確保、中央公民館内の施

設との競合などについて慎重な対応が必要

であり、「店舗誘致を積極的に行います」で

はなく「店舗誘致を検討します」とすべき。

中央広場へのカフェ、レストラン等の誘致

は、シンボルロード整備基本計画（平成

29 年 6 月策定）に基づき記載しています。

なお、中央広場における収益施設の設置に

あたっては、26 番の回答内容に加え、周

辺の公共施設との関係性等も検証した上

で可否を判断します。

30

事業の進め

方
・北口広場から朝霞の森に通じる園路の開通、

この園路と市道643号線の間の跡地整備（下

草刈り程度でよい）を平成 32（2020）年ま

でに実現してほしい。

北口広場から朝霞の森に通じる園路は第1

期、当該園路と市道 643 号線の間の部分は

第 2期での整備を想定しています。


